
東日本大震災
発生当時の記録

栄利橋付近の道路に入った亀裂（藤沢新田）栄利橋付近の道路に入った亀裂（藤沢新田）沈下した歩道（藤沢）沈下した歩道（藤沢）

（東小学校）（東小学校） 倒壊した柵（乙戸沼公園）倒壊した柵（乙戸沼公園）

災
害
用
井
戸
の
整
備

　
東
日
本
大
震
災
で
は
断
水
に
な

り
、
水
道
が
通
常
の
給
水
を
開
始

す
る
ま
で
に
５
日
間
か
か
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
安
定
し
て
飲
料
水

や
生
活
用
水
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

提
供
す
る
た
め
、
避
難
所
と
な
る

中
学
校
な
ど
に
災
害
用
井
戸
や
耐

震
性
貯
水
槽
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
は
、
給
水
車
や
災
害

用
井
戸
、
耐
震
性
貯
水
槽
な
ど
複

数
の
給
水
手
段
で
、
よ
り
確
実
に

水
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

災
害
用
井
戸
／
土
浦
第
一
中
学
校
、

第
四
中
学
校
、
第
五
中
学
校
、
第

六
中
学
校
、
都
和
中
学
校
、
新
治

学
園
義
務
教
育
学
校

耐
震
性
貯
水
槽
／
都
和
南
小
学
校
、

土
浦
第
一
中
学
校
、第
二
中
学
校
、

第
三
中
学
校
、
消
防
本
部

災
害
対
策
用
備
品
の
整
備

　
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な
い
と
き

の
た
め
に
、
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル

に
直
接
設
置
で
き
る
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
や
、
停
電
に
対
応
す
る
た

め
の
発
電
機
な
ど
を
新
た
に
災
害 災害用井戸

対
策
用
備
品
と
し
て
整
備
し
て
い

ま
す
。
市
内
小
・
中
学
校
な
ど
の

防
災
倉
庫
に
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

震
災
の
経
験
を
活
か
し
た

市
の
取
り
組
み

（市立武道館駐車場）（市立武道館駐車場）

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
、
今
月
11
日
で
10
年
が
経
過
し
ま
す
。
こ
の
震
災
は
、
東
北
地
方
や
関
東
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
本
市
に

も
建
物
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
に
大
き
な
損
害
を
与
え
ま
し
た
。
建
物
や
道
路
は
修
復
さ
れ
、
街
は
震
災
前
の
姿
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
は

ま
た
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
今
号
で
は
、
震
災
当
時
の
様
子
を
写
真
で
振
り
返
る
と
と
も
に
、
震
災
で
の
経
験
を
活
か
し
た
市
の
取
り
組
み
や
、
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、

震
災
を
含
め
た
災
害
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

災
害
へ
の
備
え
を
忘
れ
ず
に

問
危
機
管
理
室（
☎
８
２
６
・
１
１
１
１　
内
線
２
２
９
２
）
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液状化現象により液状化現象により瓦屋根の損傷（瓦屋根の損傷（まちかど蔵「野村」まちかど蔵「野村」））

福島県からの避難者受け入れ福島県からの避難者受け入れ
（水郷体育館）（水郷体育館）

給水車にできた行列（土浦第一中学校）給水車にできた行列（土浦第一中学校）

城壁が剥がれた西城壁が剥がれた西櫓櫓
やぐらやぐら

（（亀城公園亀城公園））

書籍が散乱した書庫書籍が散乱した書庫（（旧市立図書館旧市立図書館）） 校庭の陥没校庭の陥没

マンホールトイレ

Ｉ
Ｐ
無
線
を
設
置

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備

　
市
主
要
機
関
や
学
校
な
ど
計
１

０
０
か
所
に
、
災
害
に
強
い
Ｉ
Ｐ

無
線
を
設
置
し
ま
し
た
。
震
災
以

前
に
は
無
線
が
設
置
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
施
設
に
も
同
無
線
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
無
線
は
広

範
囲
で
利
用
で
き
、
混
信
が
起
き

づ
ら
い
た
め
、
安
定
し
た
通
信
が

可
能
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
災
害

時
に
各
機
関
へ
、
よ
り
確
実
な
情

報
伝
達
が
行
え
る
よ
う
な
り
ま
し
た
。

　
震
災
時
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

ア
ク
セ
ス
の
集
中
な
ど
の
た
め
繋

が
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
災
害
時
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
を
改
善
す
る
た
め

に
、
災
害
時
専
用
ペ
ー
ジ
を
作
成

し
、
サ
ー
バ
ー
の
強
化
を
行
い
ま

し
た
。

IP無線の端末

対
策
用
備
品
と
し
て
整
備
し
て
い

ま
す
。
市
内
小
・
中
学
校
な
ど
の

防
災
倉
庫
に
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

集められた集められた瓦瓦
が れ きが れ き

礫礫震災発生時刻で止まった震災発生時刻で止まった時計時計（旧新治中学校）（旧新治中学校）
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□□家族との連絡方法や集合場所を決める
□□防災用備蓄品の準備と確認をする

□□災害発生時の役割分担を決める
□□避難場所と避難ルートを決める
□□情報の入手手段、伝達方法を家族で共有する

●上記は一例です。赤ちゃんがいる家庭ではミルクや
おむつなど、持病がある方は薬など、それぞれの事情
に合わせた準備が必要となります。最低でも３日分の
食料や水、生活用品などを
準備しておきしょう。また、
持ち出し品は避難時にすぐ
に持ち出せるようリュック
などに備えて定期的に点検
をしましょう。

●食品を備蓄する場合は、普段から少し多めに食材を
買っておき、使った分だけ新しく買い足していくこと
で、常に一定量の食料を家に備蓄しておく「ローリン
グストック」がおす
すめです。

□□飲料水　□□非常食　□□使い捨ての食器など　□□カセットコンロ　□□予備カセットボンベ　□□ライター・マッチ
□□懐中電灯・ランタンなど　□□ラジオ　□□ソーラー式充電器　□□医療品　□□衛生用品　□□災害用トイレ　　など

非常用生活用品

□□携帯ラジオ　□□飲料水　□□非常食　□□懐中電灯　□□現金・貴重品　□□衣類など　□□雨具　□□カイロ　  □□マスク
□□衛生用品　□□お薬手帳　□□医療品（常備薬、体温計など）　□□軍手　□□ロープ　□□ビニール袋　　など

持ち出し品

　
近
年
、
大
雨
な
ど
身
近
な
自
然

災
害
が
激げ
き
じ
ん甚
化
し
、
災
害
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
も
あ
り
避
難
所

で
の
感
染
リ
ス
ク
か
ら
避
難
を
躊ち
ゅ
う

躇ち
ょ
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
浸
水
想
定

区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
居

住
し
て
い
る
な
ど
、
被
災
の
恐
れ

が
あ
る
場
合
に
は
迷
わ
ず
避
難
行

動
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

リ
ス
ク
を
恐
れ
て
避
難
行
動
が
と

れ
ず
、
被
害
に
遭
っ
て
は
本
末
転

倒
で
す
。

　
一
口
に
避
難
行
動
と
い
っ
て
も
、

い
つ
も
、
誰
で
も
同
じ
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
避
難
所
へ
向
か
う
こ
と

だ
け
が
避
難
行
動
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
安
全
な
親
戚
や
知
人
宅
へ

早
め
に
避
難
す
る
こ
と
も
有
効
な

避
難
行
動
の
一
つ
で
す
。
避
難
行

動
は
、
災
害
の
種
別
や
居
住
地
、

外
出
時
な
の
か
在
宅
時
な
の
か
、

年
齢
や
性
別
な
ど
、
そ
の
人
が
置

か
れ
て
い
る
状
況
に
よ
り
何
が
最

善
な
の
か
を
自
分
で
考
え
判
断
し

命
を
守
る最

善
の
行
動
を

わが家の防災チェック項目
家族で話し合っておくべきこと

防災用備蓄品の確認（例）

家
族
防
災
会
議
を
開
こ
う

　
３
月
11
日
を
家
族
防
災
会
議
の

日
と
し
て
、
被
害
の
発
生
を
想
定

し
た
家
族
防
災
会
議
を
開
き
ま
し
ょ

う
。
日
頃
か
ら
の
防
災
へ
の
取
り

組
み
が
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。
家
族
防
災
会
議
を
開
く
と

き
は
、
①
知
る
、
②
確
認
す
る
、

③
準
備
す
る
、
④
情
報
を
入
手
す

る
、
⑤
避
難
行
動
を
と
る
、
の
順

に
整
理
し
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
、
ど
う
い
っ
た

被
害
が
想
定
さ
れ
る
の
か
、

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

【
被
害
例
】　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
、
液
状

化
、
建
物
の
倒
壊
、
洪
水
、

氾
濫
　
な
ど

①
知
る

ハザードマップ

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確

認
や
街
歩
き
を
し
て
、
自

宅
周
辺
の
危
険
箇
所
や
避

難
場
所
・
避
難
経
路
な
ど

を
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

②
確
認
す
る

総務課危機管理室総務課危機管理室
消防士長消防士長齊藤雅大 齊藤雅大 

災害への備えを忘れずに
東日本大震災から10年

平常時

備蓄する

食べる買い足す
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□□自宅が浸水想定区域や土砂災害警戒区域にあるのか
確認している

□□屋根の点検や補修をしている（瓦のズレやトタンの
めくれなど）

□□屋外に風で飛ばされそうなものを置いていない
□□雨

あまどい
樋の詰まりや雨戸のガタつきの点検をしている

□□側溝のゴミや土砂を取り除き、雨水の排水の流れを
良くしている

□□浸水の心配がある場合は、土のうを用意している
□□洪水ハザードマップや土砂災害避難地図を見やすい

場所に貼るか、すぐに取り出せるよう保管している
　　など

□□家の耐震化を行っている（旧耐震の場合）
□□ブロック塀の安全点検をしている
□□ベランダに落下しそうなものを置いていない
□□プロパンガスボンベや灯油タンクなどの転倒防止対

策をしている
□□窓ガラスに飛散防止フィルムを貼っている
□□消火器を用意して、使い方を確認している
□□家具類や大型家電製品の転倒防止対策をしている
□□家具の上に重いものや危険なものを置いていない
□□カーテンは防炎処理を施したものを使用している
□□玄関や廊下、階段など避難経路になる場所に、家具

や荷物を置いていない
□□感震ブレーカーを設置している　　　　　　　など

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
命
を
守

る
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
て
く
だ

さ
い
。

　
私
は
、
防
災
が
生
活
の
一
部
に

あ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
防
災
の
た
め
に
準
備
す
る

の
で
は
な
く
、
普
段
使
い
す
る
も

の
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は
災
害

時
の
備
え
と
し
て
力
を
発
揮
す
る

よ
う
に
し
て
い
く
。
普
段
の
生
活

が
災
害
時
の
備
え
に
な
っ
て
い
く

こ
と
が
、
最
善
の
避
難
行
動
の
助
け

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　避難所では密集状態になりやすく、対策を行っても感染症の集団感染の恐れがあります。そのため、被災
の心配がない安全な親戚・知人宅などへ滞在するなど分散避難を検討してください。避難所を利用する場合
には、体温計やマスクなどの衛生用品、毛布やタオルを持参し、次の点に注意して、感染予防に協力ください。

□咳エチケットやこまめな手洗いの徹底　　　　　□避難所内での不要な移動を控える
□避難者同士の間隔を保つ　　　　　　　　　　　□お互いに配慮をした避難生活を心掛ける
□近距離での会話は最低限に

新型コロナウイルスなどの感染症を踏まえた避難について

地震に備えて 風水害に備えて

　
災
害
の
種
別
や
自
宅
周

辺
の
危
険
に
よ
り
、
と
る

べ
き
避
難
行
動
は
異
な
り

ま
す
。
下
の「
防
災
チ
ェ
ッ

ク
項
目
」を
参
考
に
家
庭

の
事
情
に
あ
っ
た
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
に
あ
っ

た
準
備
を
整
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

③
準
備
す
る

　
災
害
の
予
測
情
報
や
被

害
状
況
な
ど
、
情
報
は
自

身
が
ど
う
行
動
す
べ
き
か

の
判
断
材
料
と
な
り
ま
す
。

入
手
し
た
情
報
を
適
切
に

判
断
し
、
避
難
行
動
に
つ

な
げ
ま
し
ょ
う
。

④
情
報
を
入
手
す
る

　
緊
急
時
に
は
、
早
め
の

避
難
が
大
切
で
す
。
避
難

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合

に
は
、
冷
静
か
つ
速
や
か

に
命
を
守
る
行
動
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

⑤
避
難
行
動
を
と
る

災害への備えを忘れずに
東日本大震災から10年

災害時

　「り災証明書」とは、災害によって被害を受けた場合に、被害程度を認
定して証明する書類で、各種支援や保険の請求などで必要になります。
住家以外の被害には「被災証明書」を発行いたします。
　申請には被害状況の分かる写真が必要になります。日時や、被害状況
を詳細に写真などで記録してください。また、申請まで期間が空いてし
まうと、災害による被害と認定ができなくなる場合があるため、申請は
できる限り早めに行ってください。

り災証明書の発行申請について
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